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博報堂生活総合研究所 生活者にきいた“2021年 生活気分” を発表

“2021年 生活気分”調査結果のポイント

今年の景気が｢悪かった｣ことの反動もあり､来年の景気予想は｢良くなる｣が過去最高2021年の景況感

• 今年の｢世の中の景気｣は､｢悪かった｣が79.3％で前回調査(33.3%)から+46.0ptの激増で過去最高を記録。

• 来年の｢世の中の景気｣は､｢良くなる｣が22.8％で過去最高。｢悪くなる｣は35.9％で前回(41.5%)より-5.6ptと､好転予想が目立ち

ます。

• ｢良くなる｣と思う理由(自由回答)を集計したところ､｢コロナの収束や反動｣が全回答数の半数(49.0％)､｢今が底､今後は上昇｣が

1/5(19.3％)を占めます。コロナ禍で絶不調だった今年の景気の反動で良くなる/良くなってほしいと期待を込める生活者が多

いようです。

• また､来年の｢自分の家計状態｣予想は｢変わらない｣が前回(50.8%)から+7.4ptで58.2％となりました。逆に､｢悪くなる｣は前回

(37.8％)から-8.5ptで29.3％となりましたが､｢良くなる｣(12.5％)を大きく上回ったままです。

1位｢旅行｣､2位｢貯金｣､3位｢外食｣。いずれも｢今年お金をかけた｣を上回る
2021年に

お金をかけたいこと

• ｢来年お金をかけたいもの(全25項目)｣の上位3位は｢旅行｣(28.9％)､｢貯金｣(26.1％)､｢外食｣(22.2％)。その数値は､いずれも｢今年

お金をかけた｣を上回っています。特に､｢旅行｣では来年と今年の差が+20.9ptと大きくなっています。

• 他にも､6位｢レジャー｣(来年16.3％､今年4.3％､差+12.0pt)､14位｢イベントやライブ､フェス｣(来年8.7％､今年1.6％､差+7.1pt)で

も来年と今年の差が目立ちます。

• 逆に､5位｢ふだんの食事｣は今年32.3％に対し､来年の意向は18.5％と低く､その差は-13.8ptとなっています。今年はコロナ禍で

外食やレジャーの自粛などを強いられたせいもあり､来年はハレの消費への意欲が高まっているようです。

今年の変化は｢多かった｣が激増で約8割。来年｢多くなる｣との予想も増え､約半数に
2021年

世の中の変化予想

• 今年の｢世の中の変化｣は､｢多かった｣が前回調査から2倍以上増えて､約8割(79.0％)となりました。

• 来年の｢世の中の変化｣予想も同様に､｢多くなる｣が前回から大きく増加して､約半数(49.1％)に至りました。

• ｢多くなる｣と予想する変化(自由回答)をみると､｢コロナと共存するための新しい生活様式｣(全回答数の27.7％)が最も多く挙

がりました。他にも､｢コロナによる自粛や制約｣(11.8％)､｢デジタル化の加速｣(9.4％)､｢働き方の変革｣(5.8％)など今年変化し

たことが､来年さらに変化するといった予想が目立ちます。

• 来年始めたいことがある｣人は27.5％､｢来年やめたいことがある｣人は18.7％で､ともに減少傾向で過去最低となりました。

• ｢始めたいこと｣では､｢運動･体操･筋トレ｣(29.2％)がトップで､｢貯蓄｣(25.1％)､｢副業｣(24.9％)が上位3位となっています。

• ｢やめたいこと｣は｢無理しての人付き合い｣(31.8％)が3割を超えてトップ。次いで､｢無駄遣い･衝動買い｣(28.6％)､｢食べ過ぎ･飲

み過ぎ｣(24.8％)までが上位3位。無理や過剰を抑制しようとする生活者の意識がみえてきます。

• ｢始めたいこと｣､｢やめたいこと｣ともに､男性よりも女性の値が高いものが目立っており､｢やめたいこと｣の6位｢スマホの使い過

ぎ｣､7位｢お菓子･甘いもの｣で男女差が15pt以上となっています。

始めたいことは｢運動･体操･筋トレ｣､やめたいことは｢無理しての人付き合い｣
2021年に

始めたい/やめたいこと

博報堂生活総合研究所は､2015年から毎年秋に翌年の景況感などについて､全国の20～69歳男女3,900人に予想して

もらう調査を実施しています。このたび最新の調査を加え､“2021年 生活気分”としてまとめました。

今回の結果では､今年の景気が｢悪かった｣､来年の景気は｢良くなる｣がともに過去最高を記録。また､来年は今年より

も多くの物事にお金をかけたいという意識が高まっています。コロナ禍で景気や行動が停滞したためか､来年への期待

や意欲を高める生活者像がみえてきました。

1

⚫ 2021年は｢旅行｣､｢貯金｣､｢外食｣にお金をかけたい
2021年にお金をかけたいものの上位3位(旅行､貯金､外食)の数値は､いずれも｢今年お金をか

けた｣を上回る。特に｢旅行｣では来年(28.9％)と今年(8.0％)の差が+20.9ptと大きい

⚫ 2021年の景気予想は｢良くなる｣が過去最高
一方､2020年の景気については､｢悪かった｣が過去最高で79.3％。

来年の景気は｢良くなる｣と思う理由では､｢コロナの収束や反動｣が最多



全体 男性 女性 男-女 理由の具体例

1位 コ ロナの収束や反動 49.0 49.8 48.1 +1.7
･コ ロナが収束するこ と により ､今年控えていた人が外出､旅行､消費活動を行う から ( 男性25歳･広島県)

･今年はコ ロナで全体的に悪かっ たが､来年は収束に向かい景気は回復し てく ると 思う ( 女性61歳･大阪府)

2位 今が底､今後は上昇 19.3 21.2 17.2 +4.0
･今年は景気の底をついた感じ がするので､こ れ以上は悪く ならず上がっていく だろう ( 男性46歳･新潟県)

･今が底だと 思いたいし 、 こ れだけ下がっ たら 、 次は上がるし かない( 女性40歳･石川県)

3位 経済の好転 16.2 13.3 19.4 -6.1
･感染対策に慣れて､経済活動が今年より 活発になると 思う から ( 男性61歳･兵庫県)

･だいぶ人が外出する流れが出てきたので､来年にはも っ と 活性化すると 思う ( 女性44歳･神奈川県)

4位 希望的観測 10.1 8.9 11.5 -2.6
･コ ロナが落ち着いて､人も 経済も 良く なってほし いと いう 希望を込めて( 女性31歳･新潟県)

･来年はコ ロナと つきあってく こ と も 踏まえて良く なってほし いと いう 願い( 女性32歳･愛知県)

5位
東京2020オリ ンピッ ク ･

パラ リ ンピッ ク 等の開催
8.7 6.4 11.2 -4.8

･オリ ンピッ ク が開催さ れるこ と で景気に良い影響があると 思う ( 男性45歳･東京都)

･来年はオリ ンピッ ク も あるので今年より は良く なると 思う ( 女性32歳･石川県)

全体 男性 女性 男-女 理由の具体例

1位 コ ロナの長期化 52.8 48.8 57.1 -8.3
･新型コ ロナウイルス感染症の経済への影響がまだまだ続く と 思う ( 男性27歳･静岡県)

･まだコ ロナが収束するまでは､解雇や減収入､倒産があると 思う ( 女性52歳･静岡県)

2位 景気低迷の継続 14.3 15.6 12.8 +2.8
･景気が短期間で回復すると は思えない。 1年以上は右肩下がり の状況が継続する( 男性58歳･広島県)

･良く なる要素ない。 既に悪く なっているので回復するのは至難の業だと 思う ( 女性53歳･北海道)

3位 企業の業績悪化 12.5 9.0 16.2 -7.2
･企業の統廃合がさ ら に加速する。 いる仕事と いら ない仕事がさ ら に鮮明になる( 男性48歳･千葉県)

･今まで頑張って持ちこ たえていたと こ ろが倒産する可能性があるから ( 女性48歳･大阪府)

4位 消費の冷え込み 8.9 7.6 10.3 -2.7
･Go Toや支援金で景気がまし だけど､ なく なっ たら みんなお金を使わなく なると 思う ( 男性21歳･愛知県)

･急になんの心配も なく なると 考えにく く ､消費がなお悪く なるのではないかと 思う ( 女性34歳･千葉県)

5位 雇用状況の悪化 7.6 5.4 9.9 -4.5
･雇い止めさ れた労働者の受け皿がないと 社会がガタ ガタ になっ たままだと 思う ( 男性36歳･埼玉県)

･企業は慎重になるため、 雇用環境や待遇が悪く なり 消費が進まない( 女性47歳･東京都)
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2

来年の｢世の中の景気｣は､今年と比べてどうなると思いますか(単一回答)

全体

※西暦は生活者に予想してもらった｢翌年｣を指す。例えば､｢2021年｣の数値は
今年(2020年の秋)に調査した､来年(2021年)の予想を表します。

今年の景気が｢悪かった｣ことの反動もあり､来年の景気予想は｢良くなる｣が過去最高

2021年の景況感(1)

来年の｢世の中の景気｣予想

｢良くなる｣と思う理由 ※自由回答を集計したトップ5。％は｢良くなる｣と回答した人ベースで算出

｢悪くなる｣と思う理由 ※自由回答を集計したトップ5。％は｢悪くなる｣と回答した人ベースで算出

(全体890人 男性472人 女性418人)

(全体1,402人 男性724人 女性678人)

• 今年の｢世の中の景気｣は､｢悪かった｣が79.3％で前回調査(33.3%)から+46.0ptの激増で過去最高を記録。
• 来年の｢世の中の景気｣は､｢良くなる｣が22.8％で過去最高。｢悪くなる｣は35.9％で前回(41.5%)より-5.6ptと､好転予想が目立ち

ます。
• ｢良くなる｣と思う理由(自由回答)を集計したところ､｢コロナの収束や反動｣が全回答数の半数(49.0％)､｢今が底､今後は上昇｣が

1/5(19.3％)を占めます。コロナ禍で絶不調だった今年の景気の反動で良くなる/良くなってほしいと期待を込める生活者が多
いようです。
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来年の｢自分の家計｣予想

※自由回答を集計したトップ5。％は｢良くなる｣と回答した人ベースで算出

3

来年の｢自分の家計状態｣は､今年と比べてどうなると思いますか(単一回答)

｢良くなる｣と思う理由

｢悪くなる｣と思う理由 ※自由回答を集計したトップ5。％は｢悪くなる｣と回答した人ベースで算出

(全体488人 男性267人 女性221人)

(％) (pt)

今年の｢あなたの家計状態｣は､どうだったと思いますか(単一回答)

(全体1,143人 男性599人 女性544人)

2021年の景況感(2)

来年の｢自分の家計状態｣予想

今年の｢自分の家計状態｣

(％) (pt)

来年の家計予想は｢変わらない｣6割､｢悪くなる｣3割。悪くなる理由は｢収入の減少｣

• 今年の｢自分の家計状態｣は｢良かった｣､｢悪かった｣ともに前回調査から微減｡｢どちらともいえない｣が微増で5割(50.4％)に。
• 来年の｢自分の家計状態｣予想は｢変わらない｣が前回(50.8%)から+7.4ptで58.2％となりました。逆に､｢悪くなる｣は前回(37.8％)

から-8.5ptで29.3％となりましたが､｢良くなる｣(12.5％)を大きく上回ったままです。
• ｢悪くなる｣と思う理由(自由回答)をみると､｢収入の減少｣が全回答の半数弱(45.2%)を占め､トップ。｢仕事量の減少や退職､失業｣

(16.7％)､｢景気低迷の継続｣(11.4％)を危惧する意見も目立ちます。

全体

全体

性別(2020年)

性別(2021年)

全体 男性 女性 男-女 理由の具体例

1位 収入の増加 28.5 28.1 29.0 -0.9
･経済が回復傾向になれば､今の減給なども なく なり 家計も 少し は回復すると 思う ( 男性31歳･石川県)

･時短営業で給料が減っ た月があっ たが､来年はちょ っ と でも 年収が上がると 思う ( 女性24歳･新潟県)

2位 就職や転職などによる改善 19.3 11.2 29.0 -17.8
･テレワーク で勉強をし て､より 給料の良い仕事へ転職する予定なので( 男性36歳･愛知県)

･今年は失業により 収入が減っ たが､来年は仕事を始めるから よく なると 思う ( 女性36歳･北海道)

3位 希望的観測 14.5 13.5 15.8 -2.3
･先の事はわから ないけど､良く なると 思っていた方が楽し いから ( 女性26歳･兵庫県)

･期待を込めて…ですが。 良く なると 願いたいです( 女性34歳･新潟県)

4位 コ ロナの収束や反動 6.8 9.0 4.1 +4.9
･コ ロナが収まり ､家計にやさ し い時代になると 思う から ( 男性20歳･大阪府)

･我が家の家計も ､世の中の経済状況と 歩調を合わせるよう に改善し ていく と 思います( 男性55歳･宮城県)

5位 経済の好転 4.5 6.0 2.7 +3.3
･経済回復によって､投資による副次収入が期待できるため( 男性42歳･福岡県)

･今年より かは景気がよく なり 貯金できると 思う ( 女性53歳･石川県)

全体 男性 女性 男-女 理由の具体例

1位 収入の減少 45.2 41.7 49.1 -7.4
･会社の業績が低下し て､それに伴い収入減が予想さ れるため。 ( 男性45歳･千葉県)

･今働いてる会社の売上が下がっています。 間違いなく 家計は悪く なるでし ょ う ( 女性41歳･静岡県)

2位 仕事量の減少や退職､失業 16.7 15.7 17.8 -2.1
･仕事が減る事が予想さ れるので､家計状態は悪く なり ます( 男性52歳･福岡県)

･定年退職するが､再就職がう まく いかない( 男性59歳･新潟県)

3位 景気低迷の継続 11.4 13.9 8.6 +5.3
･今の状況からすぐ 良く なると は思えないから ( 男性35歳･広島県)

･世間の経済状態が悪いのに私の家計が良く なるはずないと 思います( 女性64歳･大阪府)

4位 コ ロナの長期化 11.3 13.2 9.2 +4.0
･コ ロナの影響で景気が悪く ､来年のボーナスが減額し 収入が減り そう だから ( 男性31歳･東京都)

･コ ロナで仕事がどう なるかわから ないから ( 女性37歳･広島県)

5位 出費の増加 8.0 5.5 10.8 -5.3
･消毒､マスク などコ ロナ用品は買い続けないと いけないから ( 女性48歳･愛知県)

･収入は変わら ないが物価､税金は上がっているので厳し い状況が続く と 考えてます( 女性58歳･北海道)

※西暦は生活者に予想してもらった｢翌年｣を指す。例えば､｢2021年｣の数値は
今年(2020年の秋)に調査した､来年(2021年)の予想を表します。
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来年､あなたからみた世の中のことで｢変わった｣と感じることは､
今年と比べて多くなると思いますか。 (単一回答)
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2021年 世の中の変化予想

来年の｢世の中の変化｣予想

来年｢多くなる｣と予想する変化 ※自由回答を集計したトップ5。％は｢多くなる｣と回答した人ベースで算出

(全体1,916人 男性968人 女性948人)

(％) (pt)

今年の｢世の中の変化｣

21 .7

26 .1

32 .3

79 .0

59 .9

58 .9

56 .2

18 .8

18 .4

15 .0

11 .5

2 .2
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％多かっ た どちら と も いえない 少なかっ た

74 .9

83 .1

22 .2

15 .4

2 .9

1 .5

男性

女性

今年の変化は｢多かった｣が激増で約8割。来年｢多くなる｣との予想も増え､約半数に

• 今年の｢世の中の変化｣は､｢多かった｣が前回調査から2倍以上増えて､約8割(79.0％)となりました。
• 来年の｢世の中の変化｣予想も同様に､｢多くなる｣が前回から大きく増加して､約半数(49.1％)に至りました。
• ｢多くなる｣と予想する変化(自由回答)をみると､｢コロナと共存するための新しい生活様式｣(全回答数の27.7％)が最も多く挙が

りました。他にも､｢コロナによる自粛や制約｣(11.8％)､｢デジタル化の加速｣(9.4％)､｢働き方の変革｣(5.8％)など今年変化したこ
とが､来年さらに変化するといった予想が目立ちます。

全体

全体

性別(2020年)

性別(2021年)

全体 男性 女性 男-女 予想する変化の具体例

1位
コ ロナと 共存するための

新し い生活様式
27.7 27.3 28.2 -0.9

･ウィ ズコ ロナの時代と なって､さ ら に変わると 思う から ( 男性61歳･兵庫県)

･今話題の押印が廃止さ れたり ､ペーパーレスの時代になる。 キャ ッ シュ レス化も 進む( 女性36歳･愛知県)

2位 コ ロナによる自粛や制約 11.8 10.6 13.1 -2.5
･コ ロナウイルスが収束し ないから ､さ まざまな規制が出てく ると 思う ( 男性47歳･愛知県)

･コ ロナウィ ルスへの対応で､飲食や旅行や医療や学校など変化し ていきそう ( 女性51歳･広島県)

3位 デジタ ル化の加速 9.4 9.5 9.4 +0.1
･デジタ ル化が進み､効率化により 便利な世の中になっていく だろう と 思います( 男性39歳･北海道)

･コ ロナを機にオンラ イ ンやテレワーク ､リ モート 会議はすごく 進みそう ( 女性51歳･石川県)

4位 働き方の変革 5.8 5.1 6.6 -1.5
･社会全体で働き方が今までと はガラ ッ と 変わると 思う ( 男性35歳･北海道)

･仕事に対する考え方､必要と さ れるイノ ベーショ ンが根本から 変わり そう ( 女性58歳･静岡県)

5位 今までの常識･価値観 5.6 5.3 6.0 -0.7
･コ ロナウイルスの広がり で人々の考えがガラ ッ と 変わると 思っ たから ( 女性23歳･新潟県)

･今までの価値観で見直せるも のは見直そう と いう 機運が今後高まるだろう から ( 男性48歳･東京都)

※西暦は生活者に予想してもらった｢翌年｣を指す。例えば､｢2021年｣の数値は
今年(2020年の秋)に調査した､来年(2021年)の予想を表します。



21年－20年
( p t)

1位 旅行 +20 .9 23 .8 34 .1 -10 .3

2位 貯金 +8 .0 21 .7 30 .4 -8 .7

3位 外食 +9 .5 20 .6 23 .7 -3 .1

4位 趣味 +2 .9 22 .2 18 .2 +4 .0

5位 ふだんの食事 -13 .8 17 .5 19 .4 -1 .9

6位 レジャ ー( 旅行を除く ) +12 .0 14 .0 18 .7 -4 .7

7位 老後の暮ら し の準備 +5 .3 9 .9 13 .5 -3 .6

8位 株など投資 +1 .9 15 .4 7 .1 +8 .3

9位 外出着 +4 .8 7 .7 13 .9 -6 .2

10位 健康･リ ラ ッ ク ス +0 .0 8 .1 12 .8 -4 .7

11位 子ども や孫の教養･勉強 +0 .6 7 .4 12 .8 -5 .4

12位 理容･美容 +1 .3 4 .4 15 .4 -11 .0

 12位 交際( 飲食を含む) +4 .8 8 .6 11 .3 -2 .7

14位 イベント やラ イ ブ､フ ェ ス +7 .1 6 .2 11 .2 -5 .0

15位 家電品 -4 .4 7 .7 6 .6 +1 .1

2021年順位
21年意向

男性

21年意向

女性

男－女

( pt)
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9.9

8.7

7.2

0 10 20 30 40

今年( 2020年) お金をかけた

来年( 2021年) お金をかけたい
%

2021年にお金をかけたいこと

今年(2020年)､あなたがお金をかけたものはどれですか。
来年(2021年)､お金をかけたいと思うものはどれですか。（ともに複数回答）

今年お金をかけた ＆ 来年お金をかけたいもの(上位15位)

※全25項目のうち､上位15位までを2021年意向を基準にランキング

5

1位｢旅行｣､2位｢貯金｣､3位｢外食｣。いずれも｢今年お金をかけた｣を上回る

• ｢来年お金をかけたいもの(全25項目)｣の上位3位は｢旅行｣(28.9％)､｢貯金｣(26.1％)､｢外食｣(22.2％)。その数値は､いずれも｢今年
お金をかけた｣を上回っています。特に､｢旅行｣では来年と今年の差が+20.9ptと大きくなっています。

• 他にも､6位｢レジャー｣(来年16.3％､今年4.3％､差+12.0pt)､14位｢イベントやライブ､フェス｣(来年8.7％､今年1.6％､差+7.1pt)で
も来年と今年の差が目立ちます。

• 逆に､5位｢ふだんの食事｣は今年32.3％に対し､来年の意向は18.5％と低く､その差は-13.8ptとなっています。今年はコロナ禍で
外食やレジャーの自粛などを強いられたせいもあり､来年はハレの消費への意欲が高まっているようです。

全体



6

来年､｢思い切って始めてみたいこと｣はありますか(単一回答) 来年､｢思い切ってやめたいこと｣はありますか(単一回答)

来年､｢思い切って始めてみたいこと｣は何ですか(複数回答) 来年､｢思い切ってやめたいこと｣は何ですか(複数回答)

2021年に始めたいこと/やめたいこと

※2020年調査(2021年意向)
※始めたいことがある人にのみ質問(全体1,072人 男性544人 女性528人)
※数値は､始めたいことがある人ベースで算出
※全24行動のうち､上位10位までを全体を基準にランキング

※2020年調査(2021年意向)
※やめたいことがある人にのみ質問(全体730人 男性375人 女性355人)
※数値は､やめたいことがある人ベースで算出
※全24行動のうち､上位10位までを全体を基準にランキング

来年始めたいことがある

来年始めたいこと(上位10位)

来年やめたいことがある

来年やめたいこと(上位10位)

（ ％） （ p t）

全体 男性 女性 男-女

2017年 35.4 32.4 38.4 -6.0

2018年 31.3 29.1 33.4 -4.3

2019年 30.8 29.1 32.6 -3.5

2020年 29.4 28.6 30.3 -1.7

2021年 27.5 28.0 27.0 +1.0

（ ％） （ p t）

全体 男性 女性 男-女

2017年 23.5 22.9 24.0 -1.1

2018年 20.7 19.5 21.8 -2.3

2019年 20.6 19.4 21.8 -2.4

2020年 19.8 20.2 19.4 +0.8

2021年 18.7 19.3 18.1 +1.2

男－女

( p t)

1位 
無理し ての

人付き 合い
-8.4

2位 
無駄遣い

･衝動買い
-11.7

3位 
食べ過ぎ

･飲み過ぎ
-8.8

4位 不規則な生活 -1.2

5位 夜更かし -4.5

6位 
スマホの

使い過ぎ
-15.7

7位 
お菓子

･甘いも の
-16.1

8位 喫煙 +10.8

9位 間食 -12.4

10位 仕事 +0.1
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1位 
運動･体操

･筋ト レ
-7.4

2位 貯蓄 -6.1

3位 副業 +1.6

4位 趣味･習い事 -5.6

5位 
投資

･資産運用
+7.1

6位 
ダイ エッ ト

･食事制限
-10.9

6位 
資格や免許

の取得
-4.4

8位 仕事 +0.8

9位 
ウォ ーキング

･ジョ ギング
-2.0

10位 転職 -2.3

男－女
( p t)
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始めたいことは｢運動･体操･筋トレ｣､やめたいことは｢無理しての人付き合い｣

• ｢来年始めたいことがある｣人は27.5％､｢来年やめたいことがある｣人は18.7％で､ともに減少傾向で過去最低となりました。
• ｢始めたいこと｣では､｢運動･体操･筋トレ｣(29.2％)がトップで､｢貯蓄｣(25.1％)､｢副業｣(24.9％)が上位3位となっています。
• ｢やめたいこと｣は｢無理しての人付き合い｣(31.8％)が3割を超えてトップ。次いで､｢無駄遣い･衝動買い｣(28.6％)､｢食べ過ぎ･飲

み過ぎ｣(24.8％)までが上位3位。無理や過剰を抑制しようとする生活者の意識がみえてきます。
• ｢始めたいこと｣､｢やめたいこと｣ともに､男性よりも女性の値が高いものが目立っており､｢やめたいこと｣の6位｢スマホの使い過

ぎ｣､7位｢お菓子･甘いもの｣で男女差が15pt以上となっています。



“生活気分” 調査概要

(2021年予想)

調査地域 全国11都市

首都40ｋｍ圏､名古屋40ｋｍ圏､阪神30ｋｍ圏､

札幌20ｋｍ圏､仙台20ｋｍ圏､新潟30ｋｍ圏､

金沢20ｋｍ圏､静岡20ｋｍ圏､広島20ｋｍ圏､

高松30ｋｍ圏 ､福岡30ｋｍ圏

調査手法 インターネット調査

調査対象 20～69歳の男女 3,900人

男性1,944人 女性1,956人

調査時期 2020年10月1日(木)～7日(火)

企画分析 博報堂生活総合研究所

実査集計 株式会社 H.M.マーケティングリサーチ

生活者が予想する来年の景況感や生活気分､行動意欲などを時系列で比較する調査。

初回(2016年予想)の2015年11月の調査以来､毎年秋に実施し､今回(2021年予想)は6回目となります。

(2017年予想)

調査対象 20～69歳の男女 3,900人

男性1,941人 女性1,959人

調査時期 2016年10月6日(木)～11日(火)

(2016年予想)

調査対象 20～69歳の男女 3,900人

男性1,939人 女性1,961人

調査時期 2015年11月5日(木)～9日(月)

※調査対象､調査時期以外の調査設計は2021年予想と同じ

(2018年予想)

調査対象 20～69歳の男女 3,900人

男性1,935人 女性1,965人

調査時期 2017年10月5日(木)～10日(火)

7

(2019年予想)

調査対象 20～69歳の男女 3,900人

男性1,938人 女性1,962人

調査時期 2018年10月4日(木)～9日(火)

©︎ 2020 Hakuhodo Institute of Life and Living､ Hakuhodo Inc. All rights reserved.

(2020年予想)

調査対象 20～69歳の男女 3,900人

男性1,944人 女性1,956人

調査時期 2019年10月3日(木)～8日(火)

【本件に関するお問い合わせ】

株式会社博報堂 広報室 玉・大野 03-6441-6161 koho.mail@hakuhodo.co.jp


